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メトリクスの測定によるリファクタリング支援の自動化
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1 背景と目的

ソフトウェア作成の過程において、度重なる変更の結果、ソースコードが複雑化し保
守・拡張が困難となってしまうという問題がある。
そこで、複雑になったコードを改善する作業であるリファクタリングを行うことによっ
て、ソフトウェアの保守・拡張性を維持する必要がある。しかしながら、ソースコード全
体の中から改善箇所を発見することは困難である。
本研究は、メトリクスを利用した手法により、ソースコード内からリファクタリングの
対象箇所の発見とその解決方法の提案を自動化することにより、リファクタリングを行う
際の支援を行うことを目的としている。

2 ソフトウェアメトリクスを利用したリファクタリング支援の自動化

リファクタリング支援の先行研究として、Fowlerによるリファクタリング開始終了判定
およびコード改善のための操作の定義による支援と、メトリクスによるリファクタリング
の評価支援がある。

Fowlerが提案した支援は、BadSmellというリファクタリングの対象を定義し、それが
ソースコード上に存在するかどうかで開始終了の判定および、それを解決するためにソー
スコードに対して行うリファクタリング操作の提案を行うことにより、コードの改善に対
する支援を行っている。
メトリクスによる支援は、リファクタリング操作前後のメトリクスの値を比較すること
で、どの程度ソースコードが改善されたかを測定する。
本研究は、この二つの支援を組み合わせてメトリクスからFowlerが定義するBadSmell

を求めることにより、開始終了判定、改善箇所の検出、およびリファクタリング操作候補
を求める支援を提案し、それを自動化することにより支援の自動化を実現する。
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3 設計と実装

ソフトウェアメトリクスを利用した支援の自動化によるリファクタリングは、(1)メト
リクスからBadSmellを求める,(2)BadSmellを解決するためのリファクタリング操作候補
を求める, (3)操作を実行して BadSmellの解消を試みる,という手順をソースコードから
すべてのBadSmellが無くなるまで繰り返す。
この一連の流れを実装するには、(1)BadSmellを求めるためのメトリクスの測定,(2)メ
トリクスの値からBadSmellを求める作業, (3)BadSmellを解決するためのリファクタリン
グ操作候補を求める作業,の自動化を行わなければならない。
メトリクスの測定では、BadSmellの特徴からそれに対応するメトリクスを定義し、メ
トリクスの値の測定を自動化する

BadSmellを求める作業の自動化では、求めたメトリクスの値からBadSmellである箇所
を探す作業を自動化する
リファクタリング操作候補を求める作業では、Fowlerの提案するBadSmellとリファク
タリング操作候補を利用して求める作業を自動化する

GUIによる総合開発環境の一部に実装を行う目的で、支援の自動化はEclipseプラグイ
ンとして実装を行う。
ソフトウェアプロジェクト内のソースコードのBadSmellをメトリクスを利用して求め、
ソースコードの警告一覧であるProblem Viewに登録することにより、ユーザにBadSmell

の存在とそのコード上の箇所を確認させて開始終了判定、改善箇所をユーザに伝える支援
を行う。
また、警告を解消するための動作一覧であるQuick Fixを利用して、解決するためのリ
ファクタリング操作候補の名前を表示させることにより、ユーザに解決のためのリファク
タリング操作候補を求める支援を行う。

4 支援環境の適用実験

自動化した支援による有用性を確認するため、Eclipseプラグインとして実装した自動
化の支援を使用して、BadSmellを含むソースコードのリファクタリングを行い、実際に
どの程度BadSmellが発見して解決できるかの実験を行った
手順としては、(1)Problem ViewによるBadSmellの有無の確認,(2)Quick FixからBadSmell

を解決するためのリファクタリング操作候補の確認および選択, (3)リファクタリング操
作の実行,をBadSmellが無くなるまで繰り返しリファクタリングを行った。

5 支援の評価

メトリクスを利用したBadSmellの発見では、BadSmellとしての特徴が顕著でありメト
リクスの値が高い箇所を発見することができたが、BadSmellとしての特徴が隠微でメト
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リクスの値が低い箇所は、BadSmellであるかの区別ができないため発見することはでき
なかった。
この事から、改善の必要性が高く保守・拡張の際の大きな妨げとなる部分の発見は可能
だが、改善の必要性が低い箇所を見つけるには不十分であることが分かった。
又、支援の自動化により、ソースコード上のBadSmellの有無の確認、およびリファク
タリング前後でのメトリクスの値の変化の測定を行う手間が無くなり、作業時間を短縮す
ることができる。

6 まとめ

ソフトウェアメトリクスを利用した支援の自動化では、コード内の改善の必要性が高い
箇所の発見に向いていることから、コードの保守・拡張性の低下を防ぐには有用であると
いえる。
又、この支援を利用することによって作業時間の短縮させることにより、ソフトウェア
開発の過程でリファクタリングを行う際のコストの削減を期待できる。
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